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船舶インシデント調査報告書 

 

                              平成２８年９月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 平成２８年２月１７日 １０時５５分ごろ 

発生場所 宮城県南三陸町歌津
う た つ

埼東方沖 

 歌津埼灯台から真方位０９０°９.８海里付近 

 （概位 北緯３８°４２.０′ 東経１４１°４７.１′） 

インシデントの概要  貨物船博
はく

勇
ゆう

丸は、南南西進中、主機の運転ができなくなり、運航不

能となった。 

インシデント調査の経過  平成２８年２月１８日、本インシデントの調査を担当する主管調査

官（仙台事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 博勇丸、４９９トン 

 １４１４７８、松島海運有限会社 

 ７０.６０ｍ×１３.２０ｍ×７.４５ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成２３年５月 

 乗組員等に関する情報 機関長 男性 ５７歳 

 五級海技士（機関） 

 免 許 年 月 日 昭和５９年９月７日 

免 状 交 付 年 月 日 平成２６年６月１２日 

免状有効期間満了日 平成３１年９月６日 

機関士 男性 ６４歳 

 五級海技士（機関） 

 免 許 年 月 日 昭和４６年４月１６日 

免 状 交 付 年 月 日 平成２５年４月１７日 

免状有効期間満了日 平成３０年６月２２日 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ４、視界 良好 

海象：うねり 波高約０.４～０.５ｍ 

 インシデントの経過  本船は、船長、機関長及び機関士ほか２人が乗り組み、砕石約１,

４００ｔを積載し、福島県相馬港に向けて南三陸町歌津埼東方沖を南

南西進中、平成２８年２月１７日１０時５５分ごろ、主機が異音を発
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するとともに回転数が低下し、燃料高圧管の漏油警報装置が作動し

た。 

 機関長は、機関監視室で主機の異音、回転数の低下及び警報を認め

て機関監視室から機関室に入ったところ、主機１番シリンダ付近から

燃料油と冷却清水が漏えい
．．

していることを発見し、運転を継続できな

いと判断して主機を停止した。 

 本船は、船長がタグボートを手配するとともに海上保安庁に本イン

シデントの発生を通報し、来援したタグボートにえい
．．

航されて宮城県

石巻港に入港した。 

本船は、機関修理業者が点検した結果、過給機に破損が認められた

ほか、主機１番シリンダに次の損傷が認められた。 

①  吸気弁１本が折損して弁傘部が脱落し、別の吸気弁、排気弁、 

燃料噴射弁及びシリンダヘッドに打痕並びにピストン頂部に破口

等 

② 折損した吸気弁のバルブコッタの外周及び内周に摩耗並びに弁

棒の降下 

③  吸気弁の弁押さえ（バルブティ）、ロッカーアーム及びプッシ

ュロッドの曲損等 

（写真１、図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 吸気弁、排気弁、燃料噴射弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルブローテータ 

バルブコッタ 

燃料噴射弁 
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 その他の事項 

 

 主機は、過給機付４サイクル６シリンダ機関で、各シリンダには船

尾側から順に番号が付けられており、各シリンダヘッドに吸気弁及び

排気弁が２本ずつ取り付けられていて、それぞれ１個の弁押さえが２

本の吸気弁又は排気弁を同時に押し下げるよう、弁押さえと弁上端と

の隙間
す き ま

調整が行われていた。 

 主機は、約２年ごとにピストン抜出しの整備が、約１年ごとに吸気

弁及び排気弁の整備が行われており、平成２７年９月の入渠
きょ

時にシリ

ンダヘッドが取り外されて吸気弁及び排気弁の整備が行われ、弁押さ

えと弁上端との隙間調整が行われた。 

 主機は、年間約５,５００時間運転されており、平成２７年９月の

吸気弁等が整備されて以降、本インシデント発生までの運転時間が約

１,８４９時間であった。 

 主機は、燃料高圧管から燃料油が漏えい
．．

した際、燃料高圧管の漏油

警報装置が作動するようになっていた。 

 機関士は、吸気弁が折損して弁傘部が燃焼室内に落下し、シリンダ

ヘッドに組み込まれた燃料噴射弁のノズルとピストン頂部との間に入

った同傘部によって燃料噴射弁が上方に動き、燃料油及び燃料噴射弁

の冷却清水が漏えい
．．

したものと思った。 

 機関士は、本インシデント後、主機１番シリンダの吸気弁を点検し

たところ、弁棒が他の吸気弁より約１０mm降下していることを認め

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

不明 

あり 

ロッカーアーム 弁押さえ 

バルブローテータ 

バルブコッタ 

吸気弁 
シリンダヘッド 

プッシュロッド 

図１ 吸気弁組立図 

弁バネ 
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 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

なし 

 本船は、南三陸町歌津埼東方沖を南南西進中、主機１番シリンダの

吸気弁が折損して弁傘部が燃焼室内に落下したことから、主機の運転

ができなくなり、運航不能となったものと考えられる。 

 主機１番シリンダの吸気弁は、弁押さえと弁上端との隙間調整が適

切に行われていなかったことから、弁押さえと弁上端との間に隙間が

生じ、弁押さえを押し下げる際の衝撃でバルブコッタが摩耗した可能

性があると考えられる。 

主機１番シリンダの吸気弁は、バルブコッタが摩耗して降下したこ

とから、ピストンが上昇した際にピストン頂部と接触して折損し、弁

傘部が落下した可能性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、南三陸町歌津埼東方沖を南南西進中、

主機１番シリンダの吸気弁が折損して弁傘部が燃焼室内に落下したた

め、主機の運転ができなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  機関製造業者は、今回の事故を踏まえ、平成２８年３月２５日に本

船主機と同型の機関使用者に対し、弁押さえの０点調整の実施につい

てのサービス情報を発信し、再発防止を図った。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・吸気弁及び排気弁は、定期的に弁押さえと弁上端との隙間の有無

を点検し、必要があれば調整すること。 

 ・バルブコッタ等は、吸気弁及び排気弁を整備した際に点検を行

い、摩耗しているものについては交換すること。 

 


